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「
北
越
戦
争
」
が
起
こ
り
、
城
下
町
・
長
岡
は
維
新
政
府
軍
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
て

い
る
。

　

翌
年
４
月
に
石
黒
の
塾
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
12
月
ま
で
の

３
年
間
、
生
家
・
慈
光
寺
に
設
け
ら
れ
た
学
校
（
校
長
は
長
岡
藩
の
儒
者
で
あ
っ
た

木
村
鈍
叟
）
で
、
漢
学
と
初
歩
的
な
英
文
を
学
ん
だ
。
こ
の
期
間
中
の
明
治
４
年

（
１
８
７
１
）
に
出
家
得
度
し
て
い
る
。

　

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）「
高
山
楽
群
社
」
と
い
う
英
語
学
校
で
学
ん
だ
後
、
翌
７
年

５
月
「
新
潟
学
校
第
一
分
校
（
旧
長
岡
洋
学
校
）」
に
入
学
、
本
格
的
に
英
語
を
学
修

し
た
。
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
７
月
に
終
業
す
る
が
、
そ
の
後
も
学
校
に
残
り
数
学

と
漢
学
を
教
え
る
立
場
と
な
っ
た
。

　

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
６
月
、
19
歳
の
円
了
は
本
山
（
東
本
願
寺
）
か
ら
至
急
上
洛

の
招
集
命
令
を
受
け
る
。
９
月
に
教
団
の
エ
リ
ー
ト
育
成
方
針
に
基
づ
き
、
教
員
養
成

の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
教
師
教
校
（
英
学
科
）
に
進
学
す
る
。
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）

３
月
に
教
団
の
留
学
生
と
し
て
上
京
、
９
月
に
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
し
た
。
本
山

で
の
在
学
期
間
は
わ
ず
か
半
年
余
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
公
的
な
記
録
が

な
く
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
山
を
代
表
す
る
東
京
留
学
と
な
っ
た
の
は
、
円
了
の

学
力
や
将
来
性
を
高
く
評
価
す
る
教
官
た
ち
の
推
薦
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
予
備
門
へ
の
入
学
は
当
時
東
京
大
学
法
理
文
学
部
綜
理
で
あ
っ
た
加
藤
弘
之
の

勧
め
が
あ
っ
た
と
も
言
う
。

《
大
学
時
代
か
ら
最
初
の
外
遊
ま
で
（
１
８
７
８
│
１
８
８
８
）》

　

明
治
14
年
（
１
８
８
１
）、
予
備
門
を
首
席
（
に
近
い
成
績
）
で
卒
業
し
た
円
了
は
、

東
京
大
学
（
文
学
部
哲
学
科
）
に
入
学
。
西
洋
哲
学
・
論
理
学
を
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
洋

哲
学
・
史
学
を
井
上
哲
次
郎
、
印
度
哲
学
を
原
坦
山
、
漢
文
学
を
中
村
正
直
か
ら
学
ぶ

な
ど
し
て
、
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
７
月
に
卒
業
。
10
月
の
学
位
授
与
式
で
は
総
代

と
な
っ
て
い
る
。
卒
業
後
は
東
京
大
学
研
究
生
に
選
抜
（
７
月
）、
教
団
か
ら
は
印
度

哲
学
取
調
掛
に
任
命
さ
れ
た
（
９
月
）。

　

大
学
時
代
の
円
了
は
、
入
学
の
年
か
ら
教
団
機
関
誌
や
大
学
の
学
術
雑
誌
に
積
極
的

に
論
文
を
発
表
し
、
ま
た
哲
学
会
の
創
立
（
１
８
８
４
）
を
主
導
し
、
卒
業
の
年
に
は

哲
学
祭
を
興
し
、
最
初
の
単
行
本
（『
破
邪
新
論
』）
も
出
版
し
て
い
る
。
卒
業
前
年
の

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）、
４
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
円
了
は
清
沢
満
之
ら
教
団

か
ら
の
留
学
生
５
人
と
の
連
名
で
、
後
の
私
立
学
校
「
哲
学
館
」
の
創
設
に
つ
な
が
る

内
容
の
上
申
書
を
本
山
に
提
出
し
て
い
る
。

　

明
治
19
年
（
１
８
８
６
）、
帝
国
大
学
大
学
院
へ
の
入
学
を
申
し
つ
け
ら
れ
る
が
、

病
気
を
理
由
に
辞
退
し
、
熱
海
で
長
期
療
養
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
文
部
省
へ
の

出
仕
も
、
教
団
か
ら
命
じ
ら
れ
た
教
職
に
就
く
こ
と
も
固
辞
し
て
い
た
円
了
は
、
明
治

20
年
（
１
８
８
７
）、
哲
学
専
修
の
私
立
学
校
「
哲
学
館
」
を
創
設
す
る
。

　

同
じ
く
明
治
20
年
ご
ろ
か
ら
、
日
本
（
国
粋
）
主
義
結
社
「
政
教
社
」
の
創
設
に

加
わ
り
、「
護
国
愛
理
」
を
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。
僧
籍
は
残
し
た
ま
ま
だ
が
、
教
団
か
ら

離
れ
て
い
た
円
了
は
、
半
僧
半
俗
の
立
場
か
ら
日
本
仏
教
（
正
し
く
は
僧
侶
）
の
頽
廃

を
嘆
き
、
政
教
社
の
機
関
誌
『
日
本
人
』
に
掲
載
し
た
「
日
本
宗
教
論
」
で
、
仏
教
哲
学

の
優
位
性
を
高
唱
す
る
と
と
も
に
、
返
す
刀
で
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
全
否
定
し
て

い
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
哲
学
館
創
設
の
わ
ず
か
半
年
後
の
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
６
月
、

突
如
と
し
て
欧
米
の
宗
教
・
教
育
事
情
の
─
─
一
年
余
に
及
ぶ
─
─
視
察
に
出
発
し
、

旅
先
か
ら
「
坐
な
か
ら
に
し
て
国
を
富
ま
す
の
秘
法
」
と
題
す
る
「
奇
妙
」
な
論
考
を

『
日
本
人
』
に
寄
稿
し
た
。
連
載
途
上
の
「
日
本
宗
教
論
」
を
中
絶
し
て
ま
で
。

　

帰
国
後
は
、
創
設
し
た
ば
か
り
の
哲
学
館
に
つ
い
て
「
将
来
目
的
」
な
ど
に
関
す
る

意
見
書
を
、
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し
た
。

１
．
井
上
円
了
の
生
涯
│
│
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
年
ま
で
に
重
点
を
置
い
て 

 
 《

円
了
の
多
様
な
相
貌
》

　

井
上
円
了
は
明
治
期
の
著
名
人
と
し
て
は
異
例
な
こ
と
に
─
─
２
種
類
の
履
歴
書
と

信
仰
の
来
歴
の
「
告
白
」
を
除
き
─
─
「
自
伝
」
を
残
し
て
い
な
い
。「
わ
れ
は
伝
な
き

を
も
っ
て
伝
と
な
す
」
を
主
義
と
し
た
か
ら
だ
が
、
そ
の
考
え
方
が
他
者
に
ま
で
影
響

し
た
の
か
、
長
く
詳
細
な
評
伝
も
書
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

以
下
、
先
に
触
れ
た
履
歴
書
・
来
歴
に
加
え
先
行
研
究
を
参
考
に
円
了
の
生
涯
を

略
述
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
考
察
を
進
め
て
い
く
が
、
い
ま
述
べ
た
こ
と
と
関
わ
っ
て

お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
、円
了
が
私
学
の
創
立
者

（
学
校
教
育
）／
修
身
教
会
の
創
始
者
（
社
会
教
育
）／
哲
学
の
普
及
者
／
宗
教
思
想
家
／

「
妖
怪
博
士
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
を
持
っ
て
い
て
、
ど
の
相
貌
の
円
了
を
念
頭

に
置
く
か
に
よ
っ
て
描
く
生
涯
の
明
部
と
暗
部
が
違
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
同
じ
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
の
円
了
で
も
、「
妖
怪
博
士
」
の
円
了
な
ら

「
不
思
議
研
究
会
」
の
発
足
に
光
を
当
て
た
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
宗
教
思
想
家
の
円
了
に

着
目
す
れ
ば
『
真
理
金
針
』
の
出
版
が
よ
り
重
要
と
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
「
国
家
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
で
も
言
う
べ
き
円
了
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
あ
と
描
く
円
了
の
生
涯
も
そ
の
観
点
か
ら
陰
影
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

自
分
の
見
立
て
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
る
が
、
従
来
と
は
異
な
る
円
了
像
に
違
和
感
を

抱
く
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
予
め
留
意
を
お
願
い
し
た
い
。

 《
出
生
か
ら
大
学
入
学
ま
で
（
１
８
５
８
│
１
８
７
８
）》

　

井
上
円
了
は
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）、
現
在
の
新
潟
県
長
岡
市
浦
に
、
父
・
円
悟
と

母
・
イ
ク
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家
は
代
々
続
い
た
真
宗
寺
院
（
浄
土
真
宗

大
谷
派
東
本
願
寺
末
寺
の
慈
光
寺
）で
、母
の
実
家
も
真
宗
寺
院（
栄
行
寺
）で
あ
っ
た
。

　

旧
幕
時
代
の
10
歳
ま
で
の
円
了
は
「
候
補
衆
徒
」（
次
期
後
継
予
定
者
）
と
し
て
、

住
職
に
な
る
た
め
の
宗
門
教
育
を
施
さ
れ
た
。

　

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
３
月
か
ら
、
尊
皇
思
想
家
で
洋
（
医
）
学
者
・
石
黒
忠た
だ

悳の
り

（
１
８
４
５
―
１
９
４
１
）
の
私
塾
で
漢
学
・
西
洋
数
学
を
学
ん
だ
。
こ
の
年
の
９
月
、
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ど
れ
ほ
ど
の
研
究
を
重
ね
よ
う
と
円
了
の
思
想
や
行
動
の
本
質
や
真
意
は
─
─
そ
の

限
界
も
含
め
て
─
─
捉
え
損
な
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

円
了
は
『
序
論
』
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
始
め
て
い
る
。

人
誰
か
生
れ
て
国
家
を
思
は
さ
る
も
の
あ
ら
ん
や
人
誰
か
学
ん
て
真
理
を

愛
せ
さ
る
も
の
あ
ら
ん
や(

p. 

1)

こ
の
「
護
国
愛
理
」
宣
言
の
ご
と
き
文
言
に
続
け
て
、

護
国
愛
理
は
一
に
し
て
二
な
ら
す
真
理
を
愛
す
る
の
情
を
離
れ
て
別
に
護
国

の
念
あ
る
に
あ
ら
す
国
家
を
護
す
る
の
念
を
離
れ
て
別
に
愛
理
の
情
あ
る
に

あ
ら
す(

p. 

3)

護
国
と
愛
理
は
別
個
で
は
な
く
一
つ
の
も
の
の
表
裏
だ
と
言
い
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に

真
理
と
一
致
さ
せ
る
。

其
真
理
を
愛
す
る
の
本
心
は
護
国
の
一
念
に
外
な
ら
さ
る
を
以
て
余
が
真
理

の
為
に
喋
々
す
る
も
の
皆
護
国
の
精
神
の
溢
れ
て
外
に
流
る
ゝ
も
の
ゝ
み

(

p. 

4)

こ
う
し
て
「
真
理
＝
｛
護
国
＝
愛
理
｝」
の
図
式
を
完
成
さ
せ
た
円
了
は
、
一
気
に

コ
ン
セ
プ
ト
の
仕
上
げ
に
か
か
る
。

宗
教
は
其
目
的
古
今
上
下
億
万
の
人
を
し
て
盡
く
一
味
同
感
の
楽
地
に
住
せ

し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
を
以
て
確
然
不
動
一
定
不
変
の
真
理
を
主
唱
す
る

も
の
な
り
〔･･･

〕
宗
教
に
立
つ
る
所
の
真
理
は
東
西
古
今
不
変
不
易
な
り

と
確
定
す
る
も
の
な
り
〔･･･

〕
余
か
数
十
年
来
刻
苦
し
て
渇
望
し
た
る

真
理
は
〔･･･

〕
独
り
泰
西
講
す
る
と
こ
ろ
の
哲
学
中
に
あ
り
て
存
す
る
を

知
る
〔･･･

〕
已
に
哲
学
界
内
に
真
理
の
明
月
を
発
見
し
て
更
に
顧
て
他
の

旧
来
の
諸
教
を
見
る
に
〔･･･

〕
独
り
仏
教
に
至
り
て
は
そ
の
説
大
に
哲
理

に
合
す
る
を
見
る
〔･･･

〕
何
そ
知
ら
ん
欧
州
数
千
年
来
実
究
し
て
得
た
る

所
の
真
理
早
く
已
に
東
洋
三
千
年
前
の
太
古
に
あ
り
て
備
は
る
。(

p. 

11
、

p. 

18-

19)

 《
護
国
と
「
仏
教
の
復
権
」》

　

円
了
の
言
い
分
は
、
こ
う
で
あ
る
。
宗
教
と
は
「
不
変
の
真
理
」
を
主
唱
す
る
も
の

だ
が
、
自
分
は
西
洋
哲
学
の
中
に
し
か
真
理
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
真
理
の

発
見
後
、
あ
ら
た
め
て
諸
宗
教
を
探
っ
て
み
る
と
、
仏
教
だ
け
は
西
洋
哲
学
に
合
致

し
て
い
る
と
判
明
し
た
。
西
洋
が
数
千
年
か
け
て
手
に
入
れ
た
真
理
を
、
既
に
ア
ジ
ア

は
３
０
０
０
年
前
に
獲
得
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
宗
教
と
言
い
得
る
の
は
「
真
理
」

（「
護
国
愛
理
」）
を
主
唱
す
る
も
の
だ
け
だ
と
す
れ
ば
、
諸
宗
教
中
、
唯
一
「
護
国
愛
理
」

（「
真
理
」）
を
内
包
す
る
も
の
は
仏
教
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
と
言
っ
て
良
い
の
は
、
仏
教

だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

円
了
の
「
仏
教
」
重
視
は
、
そ
れ
が
「
真
理
」
の
唯
一
に
し
て
不
可
分
の
「
乗
り
物
」

で
あ
る
か
ら
だ
。
仏
教
の
復
権
は
あ
く
ま
で
も
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
手
法
で

あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
護
国
愛
理
」
を

終
生
の
モ
ッ
ト
ォ
と
し
た
の
も
、
そ
れ
が
「
真
理
」
の
咀
嚼
さ
れ
た
「
内
実
」
で
あ
る

か
ら
だ
。
円
了
に
と
っ
て
、「
宗
教
仏
教
護
国
愛
理
真
理
」
の
10
文
字
は
、
分
か
ち

が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。「
護
国
」
の
部
分
だ
け
を
切
り
取
っ
て
、
円
了
を
い
わ
ゆ
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
や
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
な
ど
と
評
す
る
の
は
と
ん
と
「
的
外
れ
」
で

あ
る
。

　

で
は
、「
余
も
微
力
と
雖
も
一
死
も
っ
て
護
国
愛
理
に
盡
さ
ん
と
欲
す
る
」(

p. 

24)

と

ま
で
円
了
を
追
い
込
ん
だ
、
そ
の
「
真
理
」
追
究
の
目
的
と
は
何
か
。
円
了
は
続
け
て

言
う
。

《
帰
国
後
の
動
向
（
１
８
８
１
│
１
９
１
９
）》

　

円
了
の
世
界
旅
行
は
、
最
初
の
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
を
含
め
生
涯
三
度
に
及
び
、

南
半
球
か
ら
北
極
近
辺
ま
で
を
踏
破
し
て
国
際
的
見
聞
を
広
め
た
。

　

明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
に
妖
怪
学
を
創
始
し
、
世
間
の
迷
信
打
破
に
励
み
、「
妖
怪

博
士
」・「
お
化
け
博
士
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

公
的
に
は
、
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）、
文
部
省
の
修
身
教
科
書
調
査
委
員
と
な
り
、

翌
34
年
（
１
９
０
１
）
に
は
私
学
校
経
営
者
の
代
表
と
し
て
内
閣
直
属
の
高
等
教
育

会
議
議
員
を
委
嘱
さ
れ
た
。

　

明
治
35
年
、
二
度
目
の
外
遊
中
に
勃
発
し
た
「
哲
学
館
事
件
」
に
よ
っ
て
精
神
疲
労

に
陥
り
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）、「
独
力
経
営
二
十
年
」
の
学
校
教
育
か
ら
身
を

退
く
。
関
係
す
る
全
財
産
を
大
学
に
寄
付
す
る
と
、
明
治
37
年
（
１
９
０
４
）
に
開
い
た

「
哲
学
堂
」
を
拠
点
と
す
る
社
会
教
育
活
動
に
転
じ
、
後
半
生
を
費
や
し
て
「
全
国
巡
講
」

に
邁
進
す
る
。

　

生
涯
で
１
８
２
冊
の
自
著
（
述
）
と
８
５
７
編
の
論
説
を
世
に
送
り
、
ま
た
27
年
間

に
わ
た
っ
て
全
国
く
ま
な
く
─
─
農
山
漁
村
を
中
心
に
─
─
津
々
浦
々
を
巡
り
、
延
べ

７
０
０
０
回
を
超
え
る
講
演
を
行
っ
た
。

　

大
正
８
年
（
１
９
１
９
）、
中
国
・
大
連
で
の
講
演
中
に
昏
倒
、
意
識
が
戻
ら
な
い

ま
ま
現
地
で
客
死
し
た
。

　

円
了
は
政
府
か
ら
の
「
表
彰
」
を
─
─
一
度
な
ら
ず
─
─
拒
絶
し
、
権
力
に
近
づ

か
ず
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
無
位
無
冠
を
貫
い
た
。
ま
た
生
前
に
遺
言
状
を
つ
く
り
、
香
典

も
謝
絶
し
、
心
血
注
い
だ
哲
学
堂
の
「
私
有
」
も
禁
じ
、
私
財
の
ほ
と
ん
ど
は
遺
族
に

よ
っ
て
公
の
機
関
に
寄
附
さ
れ
た
。
円
了
の
遺
言
ど
お
り
に
。

　

以
上
、
ざ
っ
と
駆
け
足
で
円
了
の
生
涯
を
ト
レ
ー
ス
し
た
。
社
会
的
名
声
や
蓄
財

に
関
心
を
向
け
ず
、
政
府
や
政
治
権
力
と
は
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
た
姿
が
垣
間

見
え
る
。
あ
ら
た
め
て
明
治
21
年
あ
た
り
ま
で
の
円
了
の
立
ち
位
置
を
整
理
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
変
遷
が
確
認
で
き
る
。

　
（
１
） 

生
家
で
あ
る
寺
院
の
跡
継
ぎ

　
（
２
） 

仏
教
復
興
を
悲
願
と
す
る
教
団
の
エ
リ
ー
ト

　
（
３
） 

哲
学
を
は
じ
め
最
先
端
の
学
問
を
習
得
す
る
学
修
者

　
（
４
） 

近
代
日
本
（
人
）
を
憂
え
る
知
識
人

　

さ
ら
に
、（
４
）
の
立
場
の
円
了
を
支
え
続
け
た
基
本
理
念
「
護
国
愛
理
」
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
の
欧
米
視
察
の
前
後
で
は
、
日
本
（
人
）
へ

の
向
き
合
い
方
に
、
顕
著
な
違
い
が
現
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

次
章
で
は
、
ま
ず
生
涯
不
変
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
護
国
愛
理
」
を
見
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

 

２
．「
護
国
愛
理
」
と
い
う
理
念 

 
 《

明
治
20
年
の
「
建
国
宣
言
」》

　
「
護
国
愛
理
」
の
語
は
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
出
版
の
『
仏
教
活
論
序
論
』

（
以
下
『
序
論
』）
に
初
め
て
登
場
す
る
。
こ
の
『
序
論
』
に
は
「
護
国
愛
理
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
が
明
記
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
前
号
で
触
れ
た
「
通
俗
化
と
実
践
」
の

母
型
も
「
中
道
の
理
」
を
保
持
す
る
「
方
便
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（
p. 

64
）。

ま
た
「
妖
怪
学
」
の
真
怪
の
「
正
体
」
も
顔
を
覗
か
せ
て
お
り
、
ま
さ
に
円
了
思
想
の

「
原
点
」
と
言
え
る
。
同
時
に
一
方
で
、
円
了
へ
の
誤
解
の
根
源
で
も
あ
る
。
こ
の
書
を
、

宗
教
関
連
と
り
わ
け
仏
教
再
興
の
た
め
の
仏
教
論
と
限
定
的
に
捉
え
る
限
り
、
今
後
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追
究
の
ツ
ー
ル
は
『
序
論
』
で
の
「
仏
教
改
良
」
か
ら
「
妖
怪
学
講
義
」
に
シ
フ
ト

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
仏
教
は
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
以
来
「
日
夜
ほ
と
ん
ど
全
く

精
神
を
安
ん
ず
る
こ
と
な
」（『
序
論
』
p. 

355
）
く
奮
闘
し
た
も
の
の
、
ど
う
に
も
使
い

勝
手
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
20
年
に
発
出
さ
れ
た
「
建
国
宣
言
」（『
序
論
』）
は
、
明
治
26
年
の
「
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」（『
緒
言
』）
で
実
施
手
順
が
示
さ
れ
た
。
や
が
て
「
大
号
令
」（「
辞
」）
に

基
づ
い
て
、
後
─
─
明
治
35
年
─
─
に
規
定
さ
れ
る
「
主
権
者
」
が
本
格
的
な
国
家

づ
く
り
を
進
め
る
ま
で
、
円
了
に
は
や
る
べ
き
こ
と
が
残
っ
て
い
た
。

　

近
代
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
経
済
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
「
富
国
策
」
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
で
あ
る
。

 

（
次
回
へ
つ
づ
く
）

 

（
注
）

　
　

 

外
務
省
調
査
部
編
纂
『
大
日
本
外
交
文
書 

第
一
巻
第
一
冊
（
１
９
３
６
／
昭
和
11
）
』
日
本
国
際

協
会
、
P.
４

　

主
な
参
考
文
献

　
　

１
． 

井
上
円
了
『
仏
教
活
論
序
論
』（
１
８
８
７
／
明
治
20
）
秀
英
舎

　
　

２
． 

井
上
円
了
『
甫
水
論
集
』（
１
９
０
２
／
明
治
35
）
博
文
館

　
　

３
． 

井
上
円
了
『
妖
怪
学
講
義
緒
言
』（
１
８
９
３
／
明
治
26
）
哲
学
館

　
　

４
． 

三
浦
節
夫
『
井
上
円
了
』（
２
０
１
６
）
教
育
評
論
社

宗
教
の
真
理
を
学
海
に
開
発
し
東
洋
人
の
先
に
立
ち
て
国
家
の
独
立
を
世
界

に
公
布
せ
ん
こ
と
を
熱
望
す
る
も
の
な
り (

p. 

29)

　

宗
教
─
─
す
な
わ
ち
仏
教
─
─
の
「
真
理
」
を
学
問
的
に
明
ら
か
に
し
、
東
洋
諸
国

初
の
独
立
国
家
と
な
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
「
護
国
愛
理
」
の
目
的
だ
と
明
か
し
、
し
か
も

こ
の
両
二
者
は
一
体
不
離
の
同
義
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

 《
明
治
35
年
の
「
維
新
大
号
令
」》

　

だ
が
、『
序
論
』
出
版
の
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
の
国
の
「
独
立
」
は
果
た
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
狭
義
に
見
て
も
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
「
明
治
新
政
府

以
後
鎖
国
孤
立
の
態
度
を
一
擲
し
て
開
国
進
取
の
政
策
樹
立
し
世
界
諸
国
と
の
情
誼
を

敦
く
」
し
、
広
義
に
は
「
抑
も
我
か
国
の
外
交
と
交
通
す
る
や
其
の
起
源
素
よ
り
遠
く

其
の
内
外
に
及
ほ
し
」て
い
た
は
ず
だ
。そ
も
そ
も
神
武
肇
国
以
来
の「
独
立
国
家
」が
、

こ
の
国
の
自
己
規
定
で
あ
っ
た（
注
）。
そ
の
認
識
に
立
て
ば
、
こ
の
上
「
国
家
の
独
立
を

〔
…
〕
熱
望
」
す
る
理
由
は
な
い
は
ず
だ
。
円
了
の
真
意
が
、
た
だ
対
外
交
渉
の
案
件
に

過
ぎ
な
い
「
不
平
等
条
約
」
の
改
正
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。「
不
変
の

真
理
」
ま
で
持
ち
出
す
に
は
、
そ
れ
に
見
合
う
大
義
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に

「
不
変
の
真
理
」
と
い
っ
た
大
原
則
が
、
切
っ
た
張
っ
た
に
近
い
条
約
改
正
交
渉
に
、

実
効
的
威
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
る
ほ
ど
、
円
了
は
ナ
イ
ー
ブ
で
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

後
の
「
明
治
三
十
五
年
を
迎
う
る
辞
」（『
甫
水
論
集
』
所
収
、
以
下
「
辞
」）
で
、
円
了

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
治
維
新
の
大
業
は
明
治
初
年
に
於
て
其
三
分
一
を
完
成
し
、
二
十
年

三
十
年
に
於
て
其
三
分
二
を
結
了
し
、
愈
々
之
を
大
成
す
る
の
日
は
四
十
年

五
十
年
の
後
を
ま
た
ざ
る
べ
か
ら
ず(

p. 

2) 

こ
の
一
文
を
『
序
論
』
の
「
国
家
の
独
立
を
世
界
に
公
布
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
に
接
続

す
れ
ば
、
円
了
が
為
そ
う
と
し
た
こ
と
と
は
、「
明
治
維
新
の
完
成
」
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
「
辞
」
か
ら
読
み
取
れ
る
、
そ
の
「
完
成
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
「
未
完
の

決
着
」
と
い
う
よ
り
も
「
不
全
の
是
正
」
に
近
い
。
円
了
に
と
っ
て
、
明
治
維
新
─
─

政
府
─
─
に
よ
る
近
代
国
家
・
日
本
の
建
設
の
あ
り
様
は
、
満
足
す
べ
き
も
の
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
20
年
の
国
家
独
立
「
護
国
愛
理
」
宣
言
が
、
明
治
35
年
の
「
辞
」
に
よ
る

「
明
治
維
新
完
成
」
に
向
け
た
行
動
開
始
の
「
大
号
令
」
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
15
年
の
期
間
の
う
ち
に
、
目
指
す
べ
き
「
国
家
構
想
」
─
─
換
言
す
れ
ば
、
明
治

政
府
が
目
指
す
国
家
像
へ
の
不
満
─
─
と
そ
の
「
実
現
行
程
表
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」
が

示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 《
明
治
26
年
の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」》

　
『
序
論
』
か
ら
６
年
後
の
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）、
円
了
は
『
妖
怪
学
講
義
緒
言
』

（
以
下
『
緒
言
』）
を
出
版
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

先
き
に
妖
怪
研
究
に
着
手
し
次
に
哲
学
館
を
創
立
し
次
に
専
門
科
開
設
を

発
表
し
今
又
妖
怪
学
講
義
を
世
上
に
公
に
す
る
は
皆
護
国
愛
理
の
二
大

目
的
を
実
行
せ
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
す
〔･･･

〕
余
将
に
言
は
ん
と
す

妖
怪
学
は
宗
教
に
入
る
の
門
路
に
し
て
教
育
を
進
む
る
の
前
駆
な
り
と
宗
教

〔･･･

〕
も
一
た
ひ
妖
怪
学
に
よ
り
て
仮
怪
の
迷
雲
を
掃
ひ
去
て
後
信
念
得
道

す
へ
く
教
育
の
所
謂
智
育
徳
育
も
一
た
ひ
妖
怪
学
に
よ
り
て
真
怪
の
明
月
を

開
き
来
て
後
開
発
養
成
す
へ
し(

p. 

33-

p. 

35)
哲
学
館
も
妖
怪
学
も
「
護
国
愛
理
」
を
実
行
す
る
─
─
真
理
を
実
現
す
る
─
─
た
め
だ

と
言
い
、
と
り
わ
け
妖
怪
学
が
宗
教
や
教
育
に
先
駆
し
て
実
施
す
べ
き
も
の
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
欧
米
視
察
後
の
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
時
点
に
お
い
て
、
真
理

なかじま ・ けいすけ

奈良県立大学ユーラシア研究

センター特任准教授／副セン

ター長。主な著作として、「『勅語

玄義』 に見る奇妙なナショナリズ

ム」東洋大学 井上円了研究セン

ター編『論集 井上円了』（2019）

教育評論社、「地域経営の視点

から見た 『平城遷都一三〇〇

年祭』」 『都市問題研究』 第60

巻11号（2008）、「もう一つの観光

資源論」『日本観光研究学会研

究発表論文集 No.29』（2014）、

「井上円了の国家構想」 『東洋

大学井上円了研究センター年

報 vol.26』（2018）、「南貞助論－ 

日本の近代観光政策を発明し

た男」 『日本観光研究学会研究

発表論文集 No.34』（2019）など。
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